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隠岐群島間における森林性鳥類群集の比較

安藤義範ｌ･桧山健一２．野崎研３

はじめに

隠岐群島の鳥類相についての報告には，島根県（1975)，内田・山根（1977）などがあ

る．これらの報告は隠岐群島全体を対象とした鳥類目録であり，現在までに隠岐群島にお

いて鳥類相に対する定量的な調査はまったく行なわれていない．

隠岐群島はおもに４つの島からなり，島の面積，植生など環境的に異なる点が多くみら

れる．本土からほぼ同じ距離に位置し，環境の異なる近接した島間において，鳥類相がど

のように変化するかを調査することは，鳥類を対象とした島の生態学を考えていく上で大

変興味深い．今回，鳥類の中でも比較的，定鼠調査の方法が確立されている繁殖期の森林

性鳥類に対して，各島のおもな植生ごとにラインセンサスを行なったので，その結果を報

告する．

調査 地

隠岐群島は島根半島の北約36～72kｍの日本海上に位置し，島後と呼ばれる１つの島と

島前と呼ばれる３つの島（西ノ島，中ノ島，知夫里島)，およびその両地区に分布する多

数の小島からなっている（Fig.１)．島後は標高607.7ｍの大満寺山をはじめ，標高500ｍ

以上の山が７つあり，起伏に富んだ地形をしている．植生についてみると，スギ植林地の

占める割合が高いものの，島前と比べて多くの植生型を含んでいる．島前についてみると，

西ノ島に400ｍ以上の山が２つある以外は，全体的に標高は低い．植生はほとんどがクロ

マツ植林であり，西ノ島の一部に小規模の常緑広葉樹林がみられる．島前は放牧が盛んで，

下層の植生も非常に貧弱である．

各センサス区をFig.１に，センサス区の標高，距離，植生図をもとにした，おもな植

生型をTablelに示す．センサス区は舗装道路，林道，登山道など既成の道路を利用した．

島後にはクロマツ林に２本（Ａ，Ｂ)，スギ植林地に２本（C，Ｅ)，シイ・カシ萌芽林に１

本（Ｄ）の計５本のセンサス区を設定した．西ノ島にはクロマツ林に１本（F)，シイ・カ

シ萌芽林に１本（G）の計２本のセンサス区を設定した．中ノ島，知夫里島にはそれぞれ

クロマツ林に２本ずつセンサス区を設定した（Ｈ，１，Ｊ，Ｋ)．センサス区内の一部に異な

る植生を含むルートもみられたが，それらの植生の規模，林齢などについては調査を行なっ
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表１．各センサス区の特徴．カッコ内の数字は前者が烏の面祇（km2)，後者が股高地点の標簡（、)．
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図１．それぞれの島の植生とセンサス区植生については現存植生図（珠境庁1982）を参照
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調査方法

調査は1992年５月，６月に行なった．各センサス区の調査日，天候，センサス開始時刻
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ていない．島後には小面祇であるが潜在植生としてクロマツ群集がみられ，これはクロマ

ツ植林とあわせてクロマツ林とした．
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をTable2に示す．センサスはなるべく悪天候の日を避け，日の出から約１時間後に開始

し，平均歩行速度約1.5kｍ/hで，半径25ｍ以内に出現した種ごとの個体数を記録した．種

の識別は倍率８倍の双眼鏡をもちいて行なった．森林内で烏の姿のみえない場合は，鳴き

声によって可能な限り識別し，個体数を数えた．半径25ｍより遠い地点でさえずっていた

種，あるいは復路で出現した種についても種名のみを記録した．ラインセンサスによって

得られた観察値は由井（1977）にしたがって補正を行なった．記録率の日周変化パターン

の補正には由井が富士山麓で得た関係式をもちいた．

結果

各センサス区におけるそれぞれの種の相対優占度，総記録密度，記録種数を５月，６月

をあわせ，島別にＴａｂｌｅ３に示す．５月のセンサス時にＩ区でキクイタダキReguJus

regu〃sの群れ，センダイムシクイＰﾉiy"oscOPusoccjpjtajjsの群れを確認したが，これ

らの種はなわばりを形成しておらず，渡りの途中であると考えられるため計算から除外し

た．また，５月に同区の半径25ｍより遠い地点でコマドリＥｒ此ｈａｃｕｓａﾙαﾉijgeのさえずり

を確認したが，この種も渡りの途中であると考えられるため表中から除外した．センサス

区には上空の見とおしが悪い部分もあり，上空を飛期することの多いトビMjjUus

mjgrα"sは正確に記録できないと考えられるため計算から除外した．

島後ではセンサス調査中に合計22種が確認され，１つのセンサス区の出現種数は１０～１４

種であった．Ｂ，Ｃ，Ｄ区はそれぞれ異なる植生型に設定されたセンサス区であったが，

ヤマガラParusUarjus，ウグイスαttjadjpﾉto"eの優占度が共通して高い傾向がみられ

た．Ｂ，Ｃ２区ではヒヨドリHypsjpetesamaurotjsの優占度がそれぞれ17％，２０％と比較

的高い値を示した．Ａ，Ｅ区ではヤマガラ，ウグイスの優占度はあまり高くなく，優占度

が20％を越える種もみられず，前述のセンサス区とは異なる傾向がみられた．Ａ区ではカ

ヮラヒワＣｍ･血eIiss”Ｃａが優占度19％と最も高く，ついでウグイス，シジュウカラＰ．

m”orがともに12％と高い値を示した．Ｅ区ではヒヨドリが優占度18％と最も高く，つい

でカラスバトＣＯ血ｍ６ａﾉα"tﾉｉｍａ，ヤブサメＣｅ“jas9uamejcePsがともに16％と高い値を

表２．センサス調査日の状況．

Table２．InformationofcensusdatesontheOkilslands，1992.

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

Censussection Dateofcensus Weatherofcensus

133

Clear

Clear

Alightrain，Ａｌｉｇｈｔｒａｉｎ

Ｃｌｅａｒ

Ｃｌｅａｒ

Ａｌｉｇｈｔｒａｉｎ，Ｃｌｅａｒ

Clear,Clear

Cloudy，Clear

Clear，Alightrain

Clear,Clear

Clear,Clear

Ｍａｙ３１

Ｍａｙ５

Ｍａｙ７,Ｊｕｎｅ５

ＭａｙｌＯ・

ＭａｙｌＯ

Ｍａｙ７，Ｊｕｎｅ４

Ｍａｙ６,Ｊｕｎｅ３

Ｍａｙ８，Ｊｕｎｅ５

Ｍａｙ９，Ｊｕｎｅ５

Ｍａｙ５，Ｊｕｎｅ３

Ｍａｙ６,Ｊｕｎｅ３

５：５０

６：００

６：００，６：２０

７：４５

６：００

６：００，５：５０

６：００，５：５０

６：００，８：２０

６：００，５：５０

６：００，５：５０

６：００，７：５０



２
２
２
７
９
７
２
０
７
５
５
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１

１

１

表３．１９９２年５月，６月における各センサス区の相対優占度(％)，総密度，総種数.５月，６月と同じセンサス区で調査を行った場合，センサス区のアルファベットの
後に５月では１を，６月では２を付記した．観察半径25ｍより遠い地点でさえずっていた種，復路で出現した種は＋で示し，相対優占度の計算には用いなかった．
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示した．

西ノ島ではセンサス調査中に合計16種が確認され，１つのセンサス区の出現種数は９～

14であった．Ｆ区において優占度が最も高かった種は，５月ではシジュウカラで28％，６

月ではカワラヒワで20％であった．５月，６月ともにカワラヒワの優占度が高い傾向がみ

られた．ヒヨドリの優占度が５月では1％であったが，６月では１３％と高くなった．Ｇ区

では５月，６月ともにメジロZosterOPsノロPC"jcaの優占度が最も高かった．ついで優占度

が高かったのは５月ではカワラヒワで22％，６月ではヒヨドリで21％であった．ウグイス

は５月，６月ともに３番目に優占度の高い種であった．Ｆ，Ｇ区における大きな違いはヤ

マガラの出現の有無であった．ヤマガラはＦ区において５月，６月ともに全く確認されな

かったのに対し，Ｇ区では優占度は低いものの５月，６月ともに確認された．今回の調査

期間中では，島後には出現した比較的森林を好むオオアカゲラＤｅ"drocOPosIeucotos，

コゲラＤ､ル”ﾉｾj，エナガAegjthaJoscaudα“sなどの種は確認できなかった．

中ノ島ではセンサス調査中に合計16種が確認され，１つのセンサス区の出現種数は11～

12種であった．各センサス区別に最も優占度の高かった種は，Ｈ１区ではヒヨドリで22％，

Ｈ２区ではキジバトStreptopeﾉjaorje"taIjsで25％，１１区ではカヮラヒヮで26％，１２区

ではメジロで21％であった．いずれのセンサス区においてもヒヨドリ，メジロが高い優占

度を示した．今回の調査期間中ではオオアカゲラ，コゲラ，エナガに加えてヤマガラも確

認できなかった．

知夫里島ではセンサス調査中に合計１３種が確認され，１つのセンサス区の出現種数は１０

～１２種であった．各センサス区別に最も優占度の高かった種は，Ｊ１区ではキジバトで３６

％，Ｊ２，Ｋ２区ではカワラヒワでそれぞれ36％，４４％，Ｋ１区ではヒヨドリ，シジュウカ

ラ，カワラヒワがともに17％であった．知夫里島においても中ノ島と同様に，今回の調査

期間中ではオオアカゲラ，コゲラ，エナガ，ヤマガラは確認できなかった．

次に，各センサス結果間の類似度を計算し，それらをもちいてデンドログラムを作成し

た（Fig.２)．類似度の計算には木元（1976）のＣⅡ指数をもちいた．屋久島で行なわれ

た調査（江口ほか1989）と同様に類似度0.8以上を１つのクラスターとすると，（Ａ)，（Ｂ・

Ｃ１°Ｃ２．，)，（E)，（Ｇ１～Ｋ２）の４つのクラスターに分類することができた．（Ａ)，（Ｂ・

Ｃ１°Ｃ２．，)，（E）は島後のセンサス区であり，（Ｇ１～Ｋ２）はすべて島前のセンサス

区であった．

考察

クラスター分析により，ラインセンサスの結果は４つのクラスターにわかれた．島後は

3つのクラスターにわかれたが，Ａ，Ｅ区は１回のみのセンサスであり，これらのクラス

ターをそのまま３つの群集とするにはまだ調査回数が不足であると考えられる．３つのク

ラスターの中で最も多くのセンサス区を含むクラスターは（Ｂ・Ｃｌ・Ｃ２。Ｄ）であった．

これらのセンサス区はすべて植生型が異なるものの，ヤマガラ，ウグイスの優占度が高かっ

た．屋久島の調査では，ヤマガラの密度は照葉樹林で高く，ウグイスは伐採跡地，植林地

が含まれる地域に多いことが報告されている（江口ほか’989)．島後は本来の照葉樹林に

スギ植林などを含む林が多く，そのためにヤマガラ，ウグイスの優占度が高い林が多くなっ

たのでないかと考えられる．
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島前のセンサス結果は非常に類似度が高く，１つのクラスターにまとまった．島前はセ

ンサス区以外もセンサス区とほぼ同様の植生であることから，その鳥類群集はキジバト，

ヒヨドリ，シジュウカラ，メジロ，カワラヒヮの優占度が高く，単純な種組成の林でも適

応できる烏種によって構成されていると考えられる．

本調査から島後と島前では森林性鳥類の組成が異なることに加えて，種の欠落が生じて

いることも明らかになった．本土の鳥類群集においてふつうにみられる種が島の鳥類群集

において欠落することについては多くの報告があるが（樋口1988，江口ほか1989，上田

1992)，どのような環境要因により種の欠落が生じるかは不明な点が多い．今回の調査で

も島間における種の欠落の要因を明らかにはできなかった．しかし，ヤマガラが西ノ島の

シイ・カシ萌芽林では確認されたが，クロマツ林では確認されなかったことから，中ノ島，

知夫里島におけるこの種の欠落はこれらの島にまとまった照葉樹林が存在しないことと関

係しているのではないかと考えられる．

０．５

図２．２つのセンサス区間における類似度指数にもとづくデンドログラム．

Ｆｉｇ．２．Dendrogramofsimilarityindexofspeciescompositionbetweencensussections．

要約

１．１９９２年５月，６月に隠岐群島においてラインセンサス法をもちいて繁殖期の森林性鳥類群集につ

いて定量調査を行なった．

２．隠岐群島はおもに島後，西ノ島，中ノ島，知夫里島の４島からなり，島後以外の３島は島前と呼

ばれている．島後は多くの植生型を含み，植生は島前と比べると多様であった．島前の植生は西ノ

島の一部に小規模の照葉樹林がみられる以外は，ほとんどがクロマツの植林からなっていた．
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３．島後は他の島より多くの種が確認され，複数のクラスターにわかれたが，ヤマガラ，ウグイスを

優占種とするセンサス区が最も多くみられた．

４．島前３島は１つのクラスターにまとめることができ，キジバト，ヒヨドリ，シジュウカラ，メジ

ロ，カヮラヒヮの優占度が高かった．

５．島間で比較すると，コゲラ，オオアカケラ，エナガ，ヤマガラなど種の欠落がみられた．

引用文献

江口和洋・武石全慈・永田尚志・逸見泰久・川路則友．1989．屋久島における森林性鳥類の垂直分布

１．繁殖期．日生態誌３９：53-65．

樋口広芳．1988．島にすむ鳥の生態．渡り鳥の体内時計，ｐｐ､４５－７７．日経サイエンス社，東京．

環境庁．1982．島根県現存植生図．環境庁，東京．

木元新作．1976．動物群集研究法１．多様性と種類組成．共立出版，東京．

島根県．1975．隠岐島に生息する鳥類．島根県自然環境保全地域候補地学術調査報告書第２集．島根

県，島根．

上田恵介．1992．カラ類のいない島，長崎大島の鳥相．Ｓｔｒｉｘｌｌ：253-261．

内田映・山根孝己．1977．隠岐島の鳥類について特に日本鳥類目録との対照島根の野鳥（20）：１

－２８．

由井正敏．1977．野鳥の数のしらべ方．日本林業技術協会，東京．

ForestbreedingbirdcommunitiesamongdifferentislandsoftheOkilslands

YoshinoriAndol，KenichiHiyama2，KenNozaki3

Aquantitativeinvestigationofforestbreedingbirdcommunitieswasconductedonthe

Okilslands,ＪａｐａｎＳｅａ,ｉｎＭａｙａｎｄＪｕｎｅ,1992.TheOkilslandsareprimarilycompoｓｅｄｏｆ

ｆｏｕｒｌａｒｇｅｉｓｌａｎｄｓ：Ｄｏｇｏ，Ｎｉｓｈｉｎｏｓｈｉｍａ，ＮａｋａｎｏｓｈｉｍａａｎｄＣｈｉｂｕｒｉｚｉｍａ・Threesmaller

islandsarecollectivelycalledDozen．FourtypesofvegetationareclassiｆｉｅｄｏｎＤｏｇｏ・Ｔｈｅ

vegetationofDozenconsistsalmostentirelyofBlackPinePinusthu"be電〃・Mostbird

speciesontheOkilslandsｃｏｕｌｄｂｅｆｏｕｎｄｏｎＤｏｇｏ,Aclusteranalysisrevealedfourgrｏｕｐｓ

ｏｆｂｉｒｄｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓｏｎｔｈｅＯｋｉｌslands：ｔｈｒｅｅｇｒｏｕｐｓｏｎＤｏｇｏａｎｄｏｎｅｇｒｏｕｐｏｎDozen、

ＣｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓｏｎＤｏｇｏｗｅｒｅｍａｉｎｌｙｃｏｍｐｒｉｓｅｄｏｆＰｍ･ｕｓｕａｒｉｕｓａｎｄＣｅ此iadipho凡e、

DominantspeciesoftheDozenbirdcommunitywereStreptOpejiaorje"tα"s,HypsipeZes

amauro〃s，Ｐ、､ｕｓｍｑﾉｏｒ，ZosZeropsノapo凡ica，CardueJjssmjca，Specieswhichwere

observedonDogoｂｕｔｎｏｔＤｏｚｅｎｗｅｒｅＤｅ"drocoposleucotos，DGndrocOpos紅zu賊，

AegithaZoscaudaEus､ＰａｒｕｓｕａｒｉｕｓｗｅｒｅｎｏｔｏｂｓｅｒｖｅｄｏｎＮａｋａｎｏｓｈｉｍａｏｒＣｈｉｂｕｒｉｚｉｍａ、

１．DepartmentofForestry，FacultyofAgriculture，ShimaneUniversity，Nishi‐

kawatsu-cholO60，Matsue-shi，Ｓｈｉｍａｎｅ６９０，

２．DepartmentofBiology，FacultyofScience，ShimaneUniversity，Nishikawatsu‐

ｃｈｏｕｌＯ60,Matsue-shi，Shimane690．



138

８.KoiOoSako2-38-6,Nishi-ku,･･HirOshima-shiHiroshima73a

'４

。’：
公

11■

１６

|,

h●Ｉ

〆0

Ｉ


